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1.概要 

産官学連携プロジェクトの研究題材である花活

布を商品として社会とつなげるために、デザイン

の力を通じて状況を整理し、販売のための媒体・

展示プランなどを提案する。 

 

2.目的 

産官学連携プロジェクトの研究題材である花活

布は、研究段階としては成熟してきてはいるもの

の、商品としての社会とのつながりに関してはま

だこれから構築していく段階である。そこで、本

研究では、デザインの力を通じて、花活布を商品

として社会とつなげることを目的とする。 

 

3.問題点の整理 

3.1 商品化にあたっての問題点 

① 試験販売を何回か行ってきたが、商品に繋げ

るためのまとめがうまく行えていない。 

② 花活布とは何なのか、何が狙いなのかという

概念が研究チーム内で共通の認識がない。 

そこでまずは花活布の概念を整理するところか

ら研究を始めた。 

3.2 花活布の整理 

花活布は、鉢植えでも切り花でもない室内利用

を目的とした新しい花苗の形（図１）であり、特

徴としては「鉢の代わりに布を使っている」「根っ

こがあるので長生きする」「手入れが簡単」などが

あげられる。 
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図１花活布の中身 

 

3.3 花活布のターゲットの整理 

中高年女性が中心の花苗市場を発展させるため

には新たな客層の開発が必須である。そこで、植

物に興味があるが手が出せない若者をターゲット

とした商品を目指す。現在この層が花を買わな

い理由としては、育て方がわからない・面倒が

みられないなどが原因として挙げられるが、こ

れらは花活布が持つ機能で解決できると考える。 

 

4.コンセプト及びアイデア展開 

コンセプト：いままで花苗を買ってこなかった

若い人が室内で手軽に育てられる植物 

買ってきたパッケージをそのままつかって育て

られるワンパッケージでの商品展開を進めた。事

前調査よりターゲットとする年代の女性の趣味・

嗜好・ライフスタイルなどを分析し、その年代の

女性がかわいいと思えるような色やパターンを取

り入れ、それが花活布に似合うようにパッケージ

を制作した。（図２）（図３） 



 

図２ 試験販売・展示時使用したシール 

 

図３ ワンパッケージ化した花活布 

 

5.試験販売と検証 

5.1  6 月/ サマーランド試験販売 

提案物：ロゴ/シール 

値段設定が高価だったため売上が伸びなかった。

適正価格について検討をする必要がある。 

 

図４ サマーランド試験販売の様子 

5.2  7 月/ 第 91 回 大原ビッグフェスティバル 

提案物：シール/イベントパッケージ 

販売バイヤーとの売価が折り合わず、注文がとれ

なかった。適正価格の再考が求められた。 

5.3  10 月/ アグリビジネス創出フェア 

国際フラワー＆プランツ EXPO 

提案物：欧文ロゴ/シール/吊り下げキャリア 

ディスプレイ 

改善したシールはターゲットに好評であり、また

「持ち帰りが簡単」「ワンパッケージ」という要素

が訴求力のあることがわかった。 

     

図５ アグリビジネス創出フェアの様子 

 

6.今後の展開 

今まで開発してきたロゴやパッケージのブラッシ

ュアップしつつ、店頭を想定したディスプレイや、

花活布プロジェクトチーム内でロゴの扱いなどを

統一するためのマニュアルの作成をする。 
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